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明
智
光
秀
と
西
教
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
阪
　
良
憲

　
　
　
西
教
寺
の
歴
史
（
一
）

　
西
教
寺
は
、
聖
徳
太
子
が
仏
法
の
師
で
あ
る
半
島
出
身
の
恵
慈
、
恵
聴
の
た
め
に
開
創
さ
れ
に
た
寺
で
、

推
古
天
皇
の
二
十
六
年
（
六
一
八
）
に
大
窪
山
の
号
を
た
ま
わ
り
、
天
智
天
皇
の
八
年
（
六
六
九
）
に
西

教
寺
の
号
を
下
賜
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
寺
の
歴
史
記
に
は
第
十
八
世
の
天
台
座
主
慈
恵
大
師
良
源
大
憎
が
開
創
さ
れ
、
そ
の
後
患
心
僧
都
（
比

叡
山
横
川
の
憎
・
往
生
要
集
の
原
作
者
）
が
あ
と
を
つ
い
で
、
念
仏
道
場
と
し
た
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
代
不
明
で
あ
り
ま
す
。

　
十
世
紀
の
初
め
で
、
ご
本
尊
は
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
を
脇
士
と
し
た
丈
六
（
一
丈
六
尺
）
の
阿
弥
陀

如
来
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
数
百
年
、
荒
廃
を
重
ね
ま
し
た
が
後
醍
醐
天
皇
の
と
き
、
法
勝
寺
を
再
興
し
た
慈
威
和
尚
が
、

勅
命
に
よ
っ
て
荒
れ
て
い
て
の
を
再
興
さ
れ
た
。

　
そ
の
因
縁
で
法
勝
寺
末
（
京
都
岡
崎
六
勝
寺
の
Ｉ
ケ
寺
）
の
円
成
道
場
と
な
っ
た
。

そ
の
後
再
び
荒
れ
は
て
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
真
盛
上
人
が
入
山
し
て
復
興
さ
れ
た
の
で
す
。

　
恵
心
僧
都
は
日
本
の
念
仏
信
仰
の
大
先
達
で
あ
り
、
慈
恵
大
師
良
源
大
僧
正
と
と
も
に
、
念
仏
に
録
の

深
い
祖
師
で
、
お
そ
ら
く
西
教
寺
は
比
叡
山
横
川
の
滅
罪
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
、
坂
本
の
里
に
最
も
近
い

寺
で
あ
る
か
ら
比
叡
山
だ
け
で
な
く
、
坂
本
の
里
人
の
滅
罪
寺
と
し
て
、
道
俗
男
女
が
参
詣
し
て
念
仏
供

養
を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
衰
微
し
て
荒
廃
し
て
い
た
。

そ
れ
を
再
興
し
た
の
が
慈
威
和
尚
で
、
そ
の
関
係
で
法
勝
寺
末
の
円
成
道
場
と
な
り
比
叡
山
四
箇
成
場
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
西
教
寺
は
念
仏
に
・
そ
う
し
て
円
成
に
ゆ
か
り
が
深
く
、
真
盛
上
人
の
信
仰
と
ぴ
た
り
合

致
す
る
寺
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
’
・

　
真
盛
上
人
、
比
叡
山
黒
谷
よ
り
下
山
、
西
教
寺
へ
入
寺
さ
れ
て
不
断
念
仏
の
道
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

１

／



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
真
盛
上
人
に
つ
い
て

　
真
盛
の
父
は
小
泉
左
近
尉
藤
能
と
い
い
、
当
時
伊
勢
の
国
司
で
現
在
の
津
市
の
一
志
の
方
面
で
生
を
う

け
小
泉
家
は
紅
氏
の
末
裔
で
上
人
は
紀
貫
之
か
ら
数
え
て
十
七
世
紀
あ
る
い
は
二
十
一
世
と
言
わ
れ
て
い

る　
真
盛
上
人
は
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
伊
勢
出
生

　
寛
正
元
年
（
一
四
六
〇
）
十
八
歳
で
比
叡
山
登
る

　
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
九
歳
で
比
叡
山
南
上
坊
慶
秀
和
尚
の
室
に
入
る

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
四
十
一
歳
で
比
叡
山
黒
谷
青
竜
寺
に
隠
棲
、
そ
の
後
四
十
三
歳
文
明
十
七
年

　
（
一
四
八
五
）
伝
教
大
師
廟
に
参
籍
、
往
生
要
集
を
徹
す
。

　
文
明
十
八
年
坂
本
生
源
寺
で
往
生
要
集
を
講
義
、
西
教
寺
へ
入
寺
、
西
教
寺
を
復
興
、
四
十
八
夜
別
時

念
仏
、
宮
中
進
講
、
日
野
冨
子
等
円
頓
戒
を
授
け
そ
の
間
約
十
年
間
の
布
教
活
動
で
あ
っ
た
。

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
伊
賀
西
蓮
寺
で
遷
化
、
御
年
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
西
教
寺
を
総
本
山
と
す
る
。

　
四
百
ケ
寺
余
り
の
小
宗
門
で
現
在
天
台
真
盛
宗
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
人
入
寂
六
十
年
後
に
フ
ロ
イ
ス
が
手
紙
の
中
で
約
五
十
年
前
、
阿
弥
陀
の
宗
派
の
中
に
、
斬
た
に
シ

ン
セ
イ
と
い
う
も
の
が
お
り
、
絹
物
を
着
用
せ
ず
、
厚
い
紙
で
作
っ
た
衣
類
を
着
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

貧
し
い
生
活
に
安
ん
じ
、
世
俗
的
な
華
美
な
生
活
を
し
な
い
の
で
、
一
般
に
は
あ
ま
り
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い

な
い
。
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
真
盛
一
流
が
異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。



　
千
古
の
歴
史
を
誇
る
西
教
寺

も
、
ご
承
知
の
よ
う
に
織
田
儒

長
の
焼
き
打
ち
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
、
現
在
の
建
造
物
は
み

な
そ
れ
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
光
秀
公
は
、
主
君

の
儒
艮
に
知
遇
を
え
て
絶
好
調

の
時
代
で
、
焼
き
打
ち
後
の
元

亀
二
年
二
五
七
こ
九
月
に

噫
　
　
は
、
信
長
よ
り
近
江
滋
賀
郡
を

１　
　
　
与
え
ら
れ
、
早
速
そ
の
年
に
坂

　
　
　
本
城
の
築
城
に
着
手
し
、
翌
年

　
　
　
　
七
月
に
は
殆
ん
ど
完
成
し
た
よ

　
　
　
　
う
て
あ
る
か
ら
、
余
程
急
ピ
。

　
　
　
　
チ
で
工
事
を
進
め
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
ろ
う
。

　
　
　
　
　
西
教
寺
の
総
門
も
、
坂
本
城

　
　
　
　
主
と
し
て
の
光
秀
公
が
寄
進
し

－ － － 一 一 一 一

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
門

が
高
い
の
は
、
馬
に
乗
っ
た
人

が
悠
々
と
通
れ
る
高
さ
が
必
要

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
総
門
を

入
っ
て
突
き
当
り
ま
で
を
「
馬

場
通
り
」
と
い
っ
た
。
現
在
は

坊
が
建
ち
並
ん
で
い
る
が
、
当

時
は
両
側
は
松
並
木
で
あ
っ
た
。

突
き
当
り
か
ら
右
へ
折
れ
て
進

む
と
通
用
門
が
あ
っ
て
、
そ
こ

に
「
馬
繋
ぎ
場
」
（
今
で
い
う

駐
車
場
）
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら

当
時
は
そ
こ
ま
で
は
、
総
門
以

外
に
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う
で
、

諸
堂
は
そ
れ
よ
り
一
段
高
い
上

（
西
）
の
方
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
以
下
続
い
て
案
内
を
し

な
が
ら
、
坂
本
城
主
と
し
て
の

光
秀
公
の
西
教
寺
復
興
の
援
助

振
り
を
み
よ
う
。

ｊ



元
亀
二
年
以
前
の
西
教
寺

本
堂
へ
登
る
槻
坂

　
「
馬
繋
ぎ
場
」
の
手
前
で
左
　
本
尊
の
毘
首
翔
磨
作
、
丈
六
の

を
向
く
と
「
槻
坂
」
と
呼
ば
れ
　
阿
弥
陀
如
来
像
、
脇
士
の
不
動
、

て
い
る
石
の
階
段
道
か
お
る
。
　
多
聞
天
像
等
も
焼
失
し
、
戒
場

全
部
で
四
十
一
段
あ
る
。
し
か
　
三
聖
図
や
、
等
龍
華
真
盛
上
人

も
昼
な
お
薄
暗
い
木
立
の
間
に
　
画
像
等
も
奪
わ
れ
る
と
い
う
惨

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
千
古
の
昔
か
　
状
で
あ
っ
た
。
余
り
の
シ
ョ
ッ

ら
残
っ
て
い
る
唯
一
の
坂
道
で
　
ク
に
真
先
上
人
は
翌
年
急
逝

あ
ろ
う
。
が
っ
て
は
、
真
盛
上
　
さ
れ
、
後
を
継
い
だ
ハ
世
真

人
や
先
秀
公
の
足
跡
も
残
っ
て
　
源
上
人
に
よ
っ
て
復
興
が
進

い
た
で
あ
ろ
う
と
想
う
と
二
層
　
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

感
慨
深
い
も
の
を
覚
え
る
。

　
槻
坂
を
登
り
つ
め
る
と
、
焼

打
ち
直
後
は
勿
論
、
荒
磯
の
山

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
き
の

住
持
七
世
真
先
上
人
初
め
住
僧

等
は
呆
然
自
失
、
な
す
す
べ
を

知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何

し
ろ
一
切
の
建
造
物
を
初
め
、



　
　
　
　
　
　
　
　
‘
（
一
）
明
智
光
秀
と
西
教
律
寺
記
と
実
成
坊
由
来

　
真
盛
上
人
再
興
の
西
教
寺
は
信
長
に
よ
っ
て
灰
燈
と
な
り
、
ハ
世
真
源
上
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
復
興
が

行
わ
れ
た
が
、
先
ず
第
一
は
本
堂
と
庫
裡
（
大
本
坊
）
で
あ
る
。

　
「
西
教
律
寺
記
」
に
よ
る
と
、
罹
災
後
二
年
経
っ
た
天
正
二
年
に
、
真
源
上
人
は
財
を
募
り
、
本
堂
仮
殿

を
建
立
上
梁
し
、
本
尊
と
し
て
、
江
州
甲
賀
群
浄
福
寺
の
阿
弥
陀
如
来
（
現
本
尊
　
重
文
）
を
請
っ
て
奉

安
し
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
ま
た
享
保
十
九
年
（
一
七
四
三
）
に
実
成
坊
実
査
の
著
わ
し
た
「
実
成
坊
由
来
」
に
は
、
「
明
智
宗
光

居
士
ハ
、
先
祖
ヨ
リ
当
時
ノ
外
護
ナ
リ
シ
ガ
、
軍
余
此
二
来
ツ
テ
灰
炉
ノ
墟
ヲ
周
視
シ
玉
フ
ニ
、
僧
徒
モ

跡
ヲ
隠
シ
、
植
イ
人
モ
無
カ
リ
シ
カ
ハ
、
朝
タ
ノ
勤
行
自
ラ
断
絶
セ
ル
事
ヲ
憂
ヒ
テ
、
残
僧
ヲ
尋
ネ
出
シ
、

又
吾
力
士
卒
二
下
知
シ
テ
、
焼
ケ
余
リ
シ
材
木
ヲ
集
メ
テ
、
遂
ニ
コ
ノ
仮
り
仏
殿
ヲ
作
ラ
シ
ム
。
維
時
、

天
正
第
ニ
ノ
年
ナ
リ
。
」
と
誌
し
て
い
る
。

　
当
時
、
坂
本
城
主
だ
っ
た
光
秀
公
が
外
護
者
と
し
て
、
又
、
西
教
寺
を
明
智
一
族
の
菩
提
寺
と
し
て
信

仰
が
厚
い
こ
と
が
判
る
。。
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｢実成坊再狽

実成坊再興由来2書

れた記録で西教寺および塔j

（
ニ
）
明
智
光
秀

　
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
七
世
真
光
上
人
の
と
き
、
織
田
信
長
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
が
あ
り
、
西
教
寺

も
全
山
焼
失
し
ま
し
た
。
西
教
寺
の
復
興
は
檀
信
徒
の
協
力
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
力
を

か
し
て
く
れ
た
の
は
明
智
光
秀
で
あ
る
。

　
叡
山
焼
き
討
ち
の
直
後
、
比
叡
山
を
監
視
す
る
た
め
に
坂
本
湖
岸
の
十
津
浜
に
坂
本
城
が
構
築
さ
れ
、

そ
の
城
主
と
な
っ
て
来
た
光
秀
が
西
教
寺
の
檀
徒
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
焼
け
た
す
ぐ
あ
と
に
建
て
ら
れ
た
本
坊
が
、
光
秀
の
寄
進
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
昭
和
三
十

年
の
改
築
の
と
き
屋
根
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
天
正
年
間
明
智
公
所
用
古
木
」
と
刻
ん
だ
用
材
と
愛
用
の

鞍
が
出
て
き
ま
し
た
。





2006､2､10
太郎μ

に
才
能
を
高
く
評
価
さ
れ
、
木
下
藤
吉
郎

　
（
豊
臣
秀
吉
）
と
競
い
合
う
よ
う
に
出
世

の
階
段
を
の
ぽ
る
。
も
っ
と
も
司
馬
さ
ん

は
、
心
優
し
き
イ
ン
テ
リ
と
し
て
光
秀
を

描
く
。
司
馬
さ
ん
の
光
秀
は
繊
細
す
ぎ
る

神
経
の
持
ち
主
で
、
信
長
の
行
動
、
言
動

に
過
敏
に
反
応
し
、
し
だ
い
に
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
光
秀
の
「
孤
剣
」
の
軌
跡
を
訪
ね
て
み

る
。
ま
ず
は
大
津
市
坂
本
。
光
秀
が
最
初

に
城
を
築
い
た
土
地
で
、
城
が
あ
っ
た
あ

た
り
は
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
ぽ
つ
り
と

光
秀
の
像
が
立
っ
て
い
る
。

　
竹
下
内
閣
の
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
で
建

て
ら
れ
た
そ
う
で
、
像
の
下
の
プ
レ
ー
ト

に
は
光
秀
の
作
と
い
わ
れ
る
歌
が
添
え
ら

れ
て
い
た
。

　
「
我
な
ら
で
　
誰
か
は
植
ゑ
む
　
一
つ
松

こ
こ
ろ
し
て
吹
け
　
滋
賀
の
浦
風
」

　
『
国
盗
り
物
語
』
に
、
「
唐
崎
の
松
」
と
い

う
章
が
あ
る
。
信
長
か
ら
城
づ
く
り
を
命

ぜ
ら
れ
た
光
秀
は
、

　
「
唐
崎
に
松
が
あ
っ
た
は
ず
」

　
と
、
思
い
つ
く
。

　
坂
本
近
く
の
唐
崎
神
社
に
は
古
代
か
ら

有
名
な
松
が
あ
り
、
紀
貫
之
ら
に
詠
ま
れ

て
き
た
が
、
光
秀
の
時
代
に
は
す
で
に
枯

れ
て
い
た
。

　
古
典
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
光
秀
は
激
戦

地
の
北
近
江
か
ら
枝
ぶ
り
の
い
い
松
を
掘

り
、
唐
崎
に
運
ん
だ
。
三
日
三
晩
か
け
て

｀
Ｉ
Ｋ
♂
　
　
Ｍ
ｒ

松
を
移
し
終
わ
り
、
喜
ぶ
光
秀
を
司
馬
さ

ん
は
描
写
し
て
い
る
。

　
「
光
秀
は
ま
る
で
小
児
に
化
っ
た
よ
う
に

馬
を
く
る
く
る
と
ま
わ
し
て
松
の
姿
を
楽

し
み
、
（
中
略
）
や
が
て
、
即
興
の
歌
を
詠

ん
だ
。
『
我
な
ら
で
　
誰
か
は
植
ゑ
む
…
…

滋
賀
の
浦
風
』
」

　
こ
の
酔
狂
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
江
戸
時

代
の
軍
談
書
『
常
山
紀
談
』
に
書
か
れ
て

い
る
話
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

唐
崎
神
社
で
も
ら
っ
た
簡
単
な
由
緒
書
き

に
も
、
光
秀
の
こ
と
は
全
く
書
か
れ
て
い

な
い
。

　
誰
が
植
え
た
か
、
自
然
に
生
え
た
か
、

松
は
そ
の
後
も
文
人
に
愛
さ
れ
た
。

　
「
唐
崎
の
　
松
は
花
よ
り
朧
に
て
」

　
と
詠
ん
だ
の
は
芭
蕉
で
、
光
秀
と
は
縁

が
あ
る
。
大
津
市
坂
本
か
ら
比
叡
山
方
向

に
坂
道
を
上
が
る
と
西
教
寺
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
る
。

　
「
月
さ
び
よ
　
明
智
が
妻
の
咄
せ
む
」

　
牢
人
時
代
の
光
秀
に
は
客
を
も
て
な
す

金
が
な
く
、
妻
の
撫
子
が
黒
髪
を
売
っ
て

費
用
に
あ
て
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ

れ
を
芭
蕉
は
旅
先
で
聞
い
た
と
い
う
。
芭

蕉
も
司
馬
さ
ん
の
よ
う
に
、
光
秀
に
同
情

的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

風
流
で
イ
ン
テ
リ
で
女
房
思
い
で
敬
虔
な
男

－

‐

－

‐

』
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な
ぜ
光
秀
が
信
長
に
反
逆
し
た
か

jiai　参11芦?りｹで

数
に
説
が
あ
り
、
怨
恨
説
、
野
望
説
、
朝

廷
関
与
説
、
秀
吉
黒
幕
説
、
あ
る
い
は
光

秀
非
関
与
説
と
き
り
が
な
い
。
前
阪
さ
ん

は
。

　
［
光
秀
は
本
当
は
敬
虔
な
男
で
す
が
、
や

む
な
く
比
叡
山
の
焼
き
打
ち
に
も
加
わ
ク

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
か
は
本
当
・
の

気
持
ち
を
表
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
恩

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
れ
が
爆
発

Ｌ
た
の
が
本
能
寺
だ
と
思
い
ま
す
ね
こ

　
と
い
？
て
い
た
。

坂
本
城
が
あ
っ
た
あ
た
り

に
建
て
ら
れ
た
光
秀
の
像

　
風
流
で
イ
ン
テ
リ
で
女
房
思
い
で
敬
虔

な
男
。
や
や
堅
苦
し
い
が
、
と
も
か
く
善

人
に
は
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
長
年
、
光
秀
の
文
書
を
研
究

し
て
い
る
京
都
府
大
山
崎
町
の
大
山
崎
町

歴
史
資
料
館
の
福
島
克
彦
学
芸
員
は
違
っ

た
見
方
を
し
て
い
る
。

　
「
実
際
は
計
算
を
し
つ
く
す
老
檜
な
武
将

と
い
う
の
が
光
秀
の
実
像
に
近
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

　
と
い
う
。

　
本
能
寺
の
変
の
ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
光

船着き場として栄えた唐崎にある松

は、広重の浮世絵にも描かれた湖西

路の景勝地だった

秀
は
家
中
に
、
1
8
カ
条
に
及
ぶ
「
明
智
光

秀
家
中
軍
法
」
を
発
令
し
て
い
る
。
軍
団

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
法
整
備
が
重
要

と
な
っ
て
い
く
が
、
織
田
家
で
き
ち
ん
と

し
た
軍
法
を
定
め
た
の
は
光
秀
だ
け
。

　
各
地
で
行
わ
れ
た
検
地
も
、
権
利
関
係

に
詳
し
い
光
秀
の
力
が
大
き
か
っ
た
。
柴

田
勝
家
、
秀
吉
ら
が
遠
征
を
重
ね
る
な
か
、

京
都
を
押
さ
え
て
い
た
の
も
光
秀
。

　
「
信
長
が
カ
リ
ス
マ
的
な
存
在
に
な
っ
て

い
く
な
か
、
光
秀
は
織
田
軍
団
の
実
務
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
信
長
は
光
秀

を
上
手
に
使
い
ま
し
た
が
、
実
は
信
長
を

お
び
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
光
秀
の
力
は
大
き

く
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　
「
明
智
光
秀
家
中
軍
法
」
の
末
尾
に
モ
ノ

ロ
ー
グ
的
な
文
章
が
あ
り
、
自
分
を
「
瓦

喋
」
と
呼
ん
で
も
い
る
。

　
「
瓦
牒
の
よ
う
な
自
分
を
引
き
立
て
て
く

れ
た
の
は
信
長
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
あ

ま
り
に
へ
り
く
だ
り
す
ぎ
て
い
て
、
か
え

っ
て
信
長
と
の
微
妙
な
距
離
感
を
感
じ
ま

す
ね
」

　
比
叡
山
焼
き
打
ち
の
直
前
に
、
雄
琴
の

土
豪
に
あ
て
た
手
紙
に
至
っ
て
は
、

　
「
仰
木
の
事
は
是
非
と
も
な
で
ぎ
り
に
仕

る
べ
く
候
」

　
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
比
叡
山
山
麓

の
仰
木
な
ど
の
村
を
な
で
ぎ
り
（
皆
殺
し
）

に
す
る
ぞ
と
、
気
負
い
立
っ
て
い
る
。
『
国

盗
り
物
語
』
の
優
し
き
光
秀
は
ど
こ
に
も

い
な
い
。

　
「
土
豪
を
懐
柔
し
、
比
叡
山
を
孤
立
さ
せ

る
芸
当
な
ど
は
見
事
な
も
の
で
す
。
権
力

欲
に
あ
ふ
れ
、
ワ
ル
の
に
お
い
も
待
っ
て

い
る
。
し
か
も
文
化
人
的
な
要
素
も
あ
る
。

多
様
な
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
福
島
さ
ん
の
強
烈
な
光
秀
の
イ
メ
ー
ジ

を
反
契
し
つ
つ
、
丹
波
に
向
か
っ
た
。

　
近
江
の
次
に
光
秀
が
命
じ
ら
れ
た
の
は

丹
波
の
攻
略
。
京
都
府
福
知
山
市
に
あ
る

福
知
山
城
は
そ
の
本
拠
地
と
な
っ
た
。

　
１
９
８
６
年
に
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た

が
、
石
垣
は
つ
い
最
近
ま
で
戦
国
時
代
の

ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
た
。
お
よ
そ
４
０
０

年
以
上
の
月
日
を
隔
て
て
補
修
工
事
が
行

わ
れ
、
２
年
前
に
終
了
し
て

工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
、

の
栗
田
建
設
（
大
津
市
）
。
多
く
の
石
垣
補

修
に
あ
た
っ
て
き
た
粟
田
純
司
会
長
（
6
5
）

に
し
て
も
、
福
知
山
城
の
石
垣
は
気
味
が

悪
か
っ
た
そ
う
だ
。
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（
四
）
明
智
軍
記
に
つ
い
て

　
　
「
明
智
軍
記
」
捨
明
智
光
秀
の
一
代
の
事
蹟
を
記
し
た
軍
記
物
語
で
全
十
巻
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

成
立
時
期
は
最
古
の
版
本
が
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
、
元
禄
の
は
じ

め
頃
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。
伝
本
と
し
て
は
元
禄
六
年
一
十
五
年
・
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
版

本
と
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
写
本
が
あ
る
。
諸
本
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料

館
を
初
め
十
七
ヵ
所
図
書
館
に
あ
る
。

　
各
巻
の
内
容
の
う
ち
巻
四
に
比
叡
山
の
焼
き
討
ち
に
、
巻
五
は
光
秀
が
先
陣
と
し
て
出
陣
し
た
。
西
近

江
を
与
え
ら
れ
た
坂
本
城
を
居
城
と
し
、
日
向
守
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
巻
四
　
叡
山
破
滅
事
″
討
二
捕
。
和
涯
越
後
’
｛
1
7“
’
事

巻
五
　
将
軍
被
。
擬
誄
七
？
信
長
“
j
F
堅
田
。
城
攻
落
事

Ｑ
／

３
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第５号（４）
－
つよきき７年５月１日平成

甦
る
光
秀
と
煕
子

　
　
　
　
顕
彰
会
副
会
長
前
阪
良
憲

（
総
本
山
西
教
寺
執
事

　
大
津
市
議
会
議
員
）

　
総
本
山
西
教
寺
の
本
堂
前
の

西
側
に
光
秀
一
族
の
お
墓
と
光

秀
の
妻
煕
子
の
お
墓
が
静
か
に

眠
っ
て
い
る
。

こ
の
地
に
お
墓
が
あ
ろ
う
と
は

一
部
の
人
以
外
は
、
し
ら
な
か
っ

。
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
し
か
し
平
成
元
年
明
智
光
秀

公
顕
彰
会
が
発
足
し
て
以
来
、

両
霊
に
お
参
り
に
来
る
人
が
多

く
な
っ
た
。
こ
れ
は
顕
彰
会
の

皆
様
が
広
め
て
い
た
だ
い
た
お

陰
で
あ
る
と
同
時
に
、
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ぞ
、
光
秀
も
照
子
も
お
墓
の

下
か
ら
び
っ
く
り
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
近
年
光
秀
ゆ
か
り

掛
け
ら
れ
て
い
る
。
照
子
を
賛

え
る
黒
髪
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
こ
の

よ
う
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は
良

い
イ
ペ
ン
ト
だ
と
思
う
。
私
の

構
想
も
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
、

一
部
の
人
に
話
を
す
る
と
そ
れ

は
よ
い
こ
と
だ
と
、
賛
同
し
て

い
た
だ
く
人
も
出
来
て
き
た
。

平
成
八
年
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
、
真
赤
に
紅
葉
し
た
も
み
じ

を
背
景
に
美
し
い
女
性
の
黒
髪

と
真
青
に
苔
む
し
た
緑
に
立
つ

一
女
性
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
っ

て
明
智
光
秀
の
妻
照
子
を
甦
ら

せ
て
は
ど
う
か
夢
を
見
て
い
る

の
で
あ
る
。

光
秀
夫
人
燕
子
の
里
、

土
岐
市
を
訪
ね
て

　
　
　
顕
彰
会
副
会
長
中

　
平
成
六
年
は
芭
蕉
の
年
で
あ
っ

た
。
（
没
後
三
百
年
）
そ
の
芭

蕉
が
照
子
の
婦
徳
を
賛
え
た

島
道
子

（
作
　
家
）

「
月
さ
び
よ
…
…
…
」
の
句
碑
。

そ
れ
が
前
阪
良
憲
師
の
努
力
に

よ
っ
て
、
西
教
寺
光
秀
墓
所
内
、

煕
子
の
墓
前
に
建
立
さ
れ
大
津

の
新
名
所

　
こ
れ
が

と
な
っ
た
。

な
っ
て
、
煕

の
地
に
光
秀
を
甦
ら
す
顕
彰
が

光
秀
愛
好
者
に
よ
っ
て
活
発
に

展
開
し
て
い
る
。
一
つ
の
例
を

あ
げ
る
と
大
津
市
坂
本
は
勿
論

の
こ
と
、
坂
本
城
址
の
あ
る
大

津
市
下
阪
本
で
は
琵
琶
湖
畔
な

ぎ
さ
公
園
に
光
秀
石
像
が
、
大

津
市
ふ
る
さ
と
桐
生
事
業
と
、

下
阪
本
町
づ
く
り
委
員
会
の
協

賛
で
除
幕
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

何
ん
と
言
っ
て
も
最
大
の
顕
彰

は
長
岡
京
市
の
勝
竜
寺
城
公
園

の
整
備
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時

の
市
長
で
あ
っ
た
五
十
棲
辰
男

氏
の
政
治
力
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
毎
年
十
一
月
中
旬

子
の
出
身
地
土
岐
市
で
も
顕
彰

の
機
運
が
起
こ
り
、
昨
年
の
五

月
、
私
は
初
め
て
土
岐
市
に
出

か
け
た
。

　
土
岐
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
は
八

百
数
十
人
が
こ
ら
れ
、
煕
子
美

談
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。
来
賓

の
中
に
は
前
阪
師
の
ほ
か
、
可

児
市
長
山
城
址
保
存
会
長
の
林

則
夫
氏
、
福
井
か
ら
は
奉
賛
会

設
立
に
尽
力
さ
れ
た
加
藤
一
宏

氏
が
来
臨
さ
れ
た
。
ま
た
、
福

井
放
送
の
田
辺
信
民
が
、
福
井
・

細
川
ガ
ラ
シ
ヤ
祭
で
市
の
活
性

化
を
図
か
っ
て
多
く
の
観
先
客

を
寄
せ
て
い
る
。
私
は
作
家
の

中
島
道
子
先
生
の
著
書
「
明
智

光
秀
の
妻
照
子
」
・
「
濃
姫
と

照
子
」
を
読
ん
で
、
照
子
の
女

性
と
し
て
生
き
る
姿
、
夫
光
秀

に
仕
え
る
女
の
気
持
、
戦
国
時

代
を
生
き
る
武
士
の
先
秀
と
先

秀
に
寄
せ
る
女
の
愛
の
葛
藤
が

照
子
の
髪
を
切
っ
て
夫
に
捧
げ
、

先
秀
の
メ
ン
ツ
を
立
て
る
生
き

ざ
ま
は
戦
国
な
ら
で
は
で
あ
ろ

う
。
私
に
中
島
道
子
先
生
は
今

度
現
代
女
性
の
黒
髪
コ
ン
テ
ス

ト
を
や
っ
て
は
い
か
が
と
声
を

大
津
（
共
に
顕
彰
会
設
立
に
関

す
る
内
容
）
　
・
福
井
県
丸
岡
町

（
句
碑
）
等
、
先
秀
公
関
係
の

イ
ベ
ン
ト
を
約
八
年
に
わ
た
り

収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
公
開
し
た
。

　
そ
の
後
私
た
ち
は
照
子
の
父
、

妻
木
城
主
妻
木
藤
右
衛
門
広
志

の
菩
提
寺
宗
禅
寺
を
訪
ね
、
大

霊
位
を
目
前
に
し
た
。

　
こ
れ
が
は
ず
み
と
な
っ
て
、

土
岐
市
泉
郷
土
史
同
好
会
が
士

流
の
妻
木
氏
、
並
び

の
研
究
誌
の
発
刊
を

急
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
可

児
市
天
龍
寺
を
も
訪
ね
、
保
存

会
の
方
々
の
営
々
と
し
た
奉
祀

奉
賛
活
動
も
目
の
あ
た
り
に
し

て
き
た
。

　
こ
う
し
て
光
秀
公
顕
彰
は
、

新
た
に
煕
子
夫
人
出
身
の
土
岐

市
を
加
え
て
、
益
々
そ
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
と
も
、
西
教
寺
を
核
と
し

て
関
係
各
地
の
研
究
、
奉
賛
が

前
進
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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平
成
の
明
智
光
秀
を
考
え
る

／　）

　
も
し
明
智
光
秀
が
平
成
の
時

代
に
現
存
し
て
い
る
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
人
物
像
を
醸
し
だ

す
か
、
考
え
て
見
る
だ
け
で
も

お
も
し
ろ
い
。
ま
ず
、
光
秀
は

お
茶
を
嗜
み
、
和
歌
、
連
歌
、

さ
ら
に
は
能
楽
な
ど
日
本
伝
統

文
化
の
最
高
を
行
く
教
養
、
文

化
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
方
、
今
日
の
日

本
の
社
会
情
勢
を
鑑

み
、
敗
戦
国
日
本
が

わ
ず
か
半
世
紀
で
世

界
の
経
済
大
国
と
な

り
、
金
持
日
本
を
ど

う
評
価
す
る
だ
ろ
う
。

経
済
産
業
は
一
流
、

、
政
治
は
二
流
の
言
葉

は
光
秀
も
さ
ぞ
困
惑

副
会
長
前
阪
良
憲

す
る
で
あ
ろ
う
。

　
何
故
な
ら
ば
、
経
済
成
長
時

期
バ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
金
、
金
、

金
、
金
、
金
儲
け
に
走
っ
て
人

間
と
し
て
の
倫
理
、
道
徳
、
生

き
ざ
ま
、
い
わ
ゆ
る
人
間
と
し

元
秀
は
近
代
民
主
国
家
日
本
を

ど
の
よ
う
な
方
向
へ
導
び
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
人
間

光
秀
は
、
宗
教
家
元
秀
、
政
治

家
兎
秀
と
し
て
の
手
腕
と
し
て
、

佛
陀
の
教
え
無
財
の
七
施
即

①
捨
身
施
（
他
人
を
親
切
に

①
捨
身
施
（
他
人
を
親
切
に

話
を
す
る
こ
と
）
②
心
慮

（
他
人
の
喜
び
や
悲
し
み
を

（
他
人
の
喜
び
や
悲
し
み

が
身
と
し
て
受
け
止
め
心

り
を
す
る
こ
と
）
③
和

顔靫
施せば我施せ世ち

の
心
を
持
つ
こ
と
）
…
慈
悲
の

心
・
：
福
祉
社
会
と
慈
善
の
心
を

も
っ
て
こ
の
社
会
を
導
い
て
い

る
だ
ろ
う
（
仏
教
お
も
し
ろ
話

題
辞
典
よ
り
）
。
今
、
日
本
は

世
界
の
ど
の
国
家
よ
り
豊
か
で

文
明
文
化
、
科
学
医
学
等
が
最

高
の
国
で
あ
る
。
何
か
不
服
か

と
光
秀
は
言
う
で
あ
ろ
う
。
一

家
一
人
ず
つ
自
家
用
車
を
も
ち
、

各
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
あ
り
、
冷

て
の
愛
情
、
心
を
忘
れ
た
社
会
　
（
他
人
に
優
し
い
笑
顔
で
接
す
　
蔵
庫
に
は
食
糧
品
が
い
っ
ぱ
い

と
な
り
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
と
　
る
こ
と
）
④
慈
顔
施
（
他
人
に
　
入
っ
て
い
る
。
何
か
貧
し
い
か
、

同
時
に
大
手
会
社
、
銀
行
の
倒

産
、
経
済
界
、
公
務
員
、
政
治

家
等
の
汚
職
の
増
大
が
後
を
新

た
な
い
。

　
ま
た
、
最
高
の
道
徳
、
教
養

の
場
で
あ
る
学
校
、
宗
教
の
世

界
で
も
醜
い
争
い
が
耐
え
な
い
。

１

慈
し
み
の
眼
で
見
る
こ
と
）
⑤

愛
読
施
（
他
人
に
心
の
こ
も
っ

舎ふだ

施せ言

。葉

他を

人か

け
る
こ
と
）
⑥
房

に
宿
を
提
供
し
て
、

心
に
ゆ
と
り
を
待
た
せ
る
こ
と
）

⑦
庄
座
施
（
他
人
に
自
分
の
席

貧
し
い
と
い
え
ば
人
間
の
心
が

貧
し
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
自
己
本
位
の
気
持
ち
か
ら
脱

却
し
て
他
人
へ
の
い
た
わ
り

（
施
し
）
と
衆
生
済
度
が
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
と
我
々
を
戒
め

を
譲
る
よ
う
に
、
ゆ
ず
り
合
い
　
る
で
あ
ろ
う
。

~
i
4

a

9
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自
民
党
の
古
賀
誠
・
前
幹
事
斑
副
総
裁
の
擁
立
‘
函
っ
た
。
田
中
そ
の
首
相
に
、
「
保
守
本
筒
の
遭

が
昨
年
七
月
、
小
泉
首
相
に
一
冊
氏
は
鈴
水
原
に
弊
し
て
い
た
が
幹
を
外
れ
て
は
７
｛
忿
い
｝
と
言
い
｀
し

９
芯
Ｉ
量
し
な
。
古
賀
氏
が
師
事
長
と
し
て
「
一
蔭
鴛
擁
立
ト
を
た
か
っ
た
の
だ
そ
っ
。
　
　
封

ｉ
｀
ぐ
故
田
虫
ハ
助
。
元
幹
奉
長
陽
止
し
た
。
句
は
扁
後
、
病
気
で
　
そ
の
思
い
は
今
も
斐
わ
ら
な
　
ヽ

の
苓
書
「
保
守
本
流
の
概
言
」
だ
。
幹
事
斑
条
遜
い
た
時
の
も
の
だ
。
い
。
昨
年
末
の
侃
守
斬
鴛
綿
成
に
札

　
9
j
!
/

m
4
1
a
5
1
4
1
f
S

r
a
l
l
Q
l
l
4
&
S
4
1
1
1
M
＆
y
4
{
S
g
g
f
n
r
Q
l
l
g
2

11印

１
　
『
自
民
党
の
総
裁
を
選
ぷ
手
続
壽
官
、
古
賀
氏
は
九
月
の
自
民

き
に
野
党
が
関
与
ｔ
？
』
い
う
轜
党
即
慾
誓
Ｉ
鵬
に
、
首
相
の
「
カ

巍
剛
愚
蚕
輯
か
’
｛
萌
う
か
に
逸
Ｉ
ド
｝
多
侭
じ
る
勣
登
万
死
。

脱
ｋ
泌
Ｉ
震
視
で
寿
£
け
　
首
相
に
近
い
山
珊
幹
事
長
は
野

が
な
い
」
Ｉ
１
田
中
氏
は
「
一
菊
田
保
窒
気
前
１
″
連
携
し
、
保
守

　
当
時
、
自
民
党
柿
裁
避
を
め
ぐ
嵩
一
一
」
を
こ
う
批
判
し
た
。
党
の
劾
苫
自
民
党
合
同
を
目
指

り
、
中
篇
Ｉ
も
ミ
　
古
責
昏
田
中
氏
の
著
書
を
贈
し
た
。
こ
れ
と
政
行
し
て
、
古
賀

鈴
木
剱
宰
・
削
首
相
が
公
明
、
S

p
4
S
t

6
e
l
e
g
l
r
の
氏
は
、
二
陳
保
Ｚ
硲
事
長
（
現

辿
同
党
勢
唇
雰
や
加
で
二
階
堂
進
民
沓
凭
寝
濡
を
に
ら
み
、
内
閣
・
保
守
新
党
幹
事
長
）
が
国
し
た

●゛首相の切

古
賀
氏
は
明
智
光
秀
か

　
光
秀
は
た
っ
た
三
日
天
下
で

終
わ
っ
た
武
将
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
織
田
信
長
、
豊

臣
秀
吉
、
徳
川
宏
康
な
ど
大
武

将
な
み
に
緯
が
語
り
つ
づ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
大
政
治
宏
光
秀

の
人
物
像
で
あ
る
。
時
あ
た
か

も
平
成
十
五
年
二
月
六
日
付
、

蹟
売
新
聞
「
政
界
投
光
機
」
に

首
相
の
切
り
札
封
じ
『
古
賀
氏

は
明
智
光
秀
か
』
大
き
な
見
出

し
で
現
在
の
政
界
の
様
子
が
書

か
れ
て
い
た
。
古
賀
氏
と
は
自

民
党
の
古
賀
誠
前
幹
事
長
の
こ

と
で
、
青
木
、
亀
井
、
野
中
氏

と
共
に
小
泉
総
理
に
対
し
て
抵

抗
勢
力
の
牛
Ｉ
マ
ン
と
し
て
政

策
転
換
を
繰
し
て
い
る
一
人
で

「
首
相
が
織
田
信
長
な
ら
明
智

光
秀
は
お
れ
か
な
」
冗
談
ぽ
く

キ
ー
マ
ン
み
舌
れ
る
。
首
榴
弾
は

「
小
県
は
何
を
や
る
か
わ
か
気
｀

い
。
そ
の
怖
さ
を
一
番
感
じ
て
い

る
の
は
青
水
、
古
！
兄
じ
ゃ
な

保
守
党
議
員
心
習
尭
Ｉ
党
者
L
2

S
＆
f
g
　
　
　
　
　
S
Q
.
y

S
I
!
i
S
S
l
i
S

&
4
」
（
周
辺
）
と
｀
雰
。

¥
1
新
鴬
參
優
押
し
し
、
古
賀
別
　
古
賀
氏
は
ｉ
椚
勢
力
の
幹
事
改
革
を
奥
嘱
し
て
い
る
。
　
　
一
方
で
、
首
相
偉
に
は
「
古
賀

勤
隊
と
｀
世
え
ス
傑
守
新
党
作
り
！
と
い
わ
れ
る
が
、
反
小
泉
勢
　
ね
ろ
‘
一
つ
は
、
「
永
田
町
の
綸
氏
は
改
革
に
委
＆
涜
喋
嘔
力
す

汲
功
し
な
。
　
　
　
　
カ
の
息
先
ぽ
う
で
壹
竃
丼
静
善
一
で
首
相
多
代
え
て
、
自
馬
党
が
る
が
、
改
革
の
仕
上
ぱ
｀
小
泉
に

古
質
氏
は
自
民
、
公
明
、
保
守
・
前
歌
講
会
長
と
は
一
線
を
闇
ぷ
っ
つ
ぷ
れ
ｓ
ｙ
ろ
ｌ
’
」
と
は
や
ら
辱
な
い
」
（
周
召
と
い

営
兎
！
首
霖
し
た
こ
と
す
。
首
相
が
、
経
済
政
策
を
景
気
い
う
Ｉ
だ
。
Λ
「
小
乗
降
ろ
し
」
う
萄
若
ゐ
る
。
小
泉
政
権
で
改

に
つ
い
て
辰
。
聊
説
し
た
。
　
重
視
路
線
に
転
一
し
、
畠
掘
と
‘
″
強
行
す
れ
ぱ
、
首
相
は
民
左
党
革
と
｀
筏
交
代
安
Ｉ
め
て
も
５
つ

　
「
自
公
一
禰
な
ら
讐
梱
の
選
択
一
休
み
な
っ
て
政
権
運
営
を
行
う
な
￥
１
携
し
て
衆
眸
解
散
で
対
間
に
カ
を
蓄
え
、
「
改
革
の
乖
芦
」

肢
は
広
か
っ
た
。
綿
戴
選
で
負
け
「
保
守
本
流
の
政
き
に
ｓ
Ｒ
ぱ
、
抗
ｌ
自
民
党
分
裂
Ｖ
安
価
班
し
て
と
「
次
」
畠
？
の
が
古
賀
戦
略

だ
聘
、
公
明
警
切
っ
て
民
ぞ
組
首
相
の
鞠
裁
Ｉ
Ｉ
の
こ
＆
一
｀
。
だ
か
ら
、
首
相
の
撚
と
銃
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

り
こ
い
ぅ
灘
択
が
あ
っ
＆
9
e
a
4
S
f
　
　
　
　
　
4
9
￥
J
e
r
l
S
i
4
‐
z
」
　
「
貧
相
が
織
田
君
長
な
ら
、
明
一
４
ｙ
’
‐
、
ｙ
ｊ
．
「
。
。
。
ズ

シ
ナ
ー
ほ
一
呈
に
砕
け
た
」
　
一
つ
礦
首
相
が
取
り
駆
む
改
を
封
じ
、
政
爾
転
換
へ
外
堀
を
埋
！
剪
は
お
れ
か
も
な
」
　
　
一
　
比
　
一
畠
吐
゛
八

　
自
公
一
届
は
自
公
保
三
極
よ
り
車
自
体
は
必
ぞ
匈
え
て
い
る
た
め
る
エ
作
に
カ
奮
Å
れ
る
。
　
冗
陳
ぽ
く
周
辺
に
語
る
古
賀
氏
一
　
（
～

会
ｔ
ｌ
仕
大
真
盛
園
園
長
）

も
不
９
ｓ
Ｆ

ｓ
ｌ
４
ｉ
ａ
Ｑ
ａ
ｆ
Ｓ
Ｓ
の
'
z
＆
‐
M
.
j
　
4
1
1
S
e
y
構
本
派
幹
部
の
青
に
と
っ
刄
鬘
の
″
来
系
竺
　
元
。
大
津
市
議
会
議
長

ど
が
結
ぴ
つ
登
ぶ
ｙ
い
と
見
て
い
て
道
路
公
団
民
常
化
に
あ
る
畢
度？

｜

｜

周
辺
に
語
る
古
賀
氏
…
…
。

現
在
の
政
界
に
お
い
て
も

光
秀
な
く
し
て
語
れ
な
い

だ
ろ
う
。
政
治
家
光
秀
の

人
間
像
が
現
代
社
会
ち
な

み
平
成
の
時
代
で
も
生
き

つ
づ
い
て
い
る
光
秀
像
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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坂
本
城
を
琵
琶
湖
畔
に
復
元

副
会
長
前
阪
良
憲

　
昨
年
十
二
月
の
大
津
市
議
会

本
会
議
に
お
い
て
、
私
は
「
明

智
光
秀
が
築
い
た
坂
本
城
の
復

元
に
つ
い
て
」
質
問
提
案
を
し

ま
し
た
。
つ
ぎ
は
そ
の
大
要
。

　
　
　
◇

　
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
年
）

九
月
の
比
叡
山
焼
き
打
ち
の
後
、

織
田
信
長
は
明
智
光
秀
に
坂
本

の
地
に
城
を
築
か
せ
、
以
後
、

本
能
寺
の
変
が
起
こ
る
ま
で
の

約
十
年
間
余
り
、
坂
本
城
は
明

智
光
秀
の
本
拠
地
で
あ
り
ま
し

た
。

　
坂
本
城
の
規
模
や
構
造
に
つ

い
て
は
詳
細
不
明
で
す
が
、
当

時
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
に
、
「
明
智

光
秀
は
比
叡
の
山
の
近
く
、
琵

琶
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
坂
本
と

呼
ば
れ
る
地
に
邸
宅
と
城
塞
を

築
い
た
。
明
智
の
城
ほ
ど
有
名

な
も
の
は
天
下
に
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た

「
光
秀
は
築
城
の
こ
と
に
造
詣

が
深
く
、
す
ぐ
れ
た
建
築
手
腕

の
持
ち
主
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
坂
本
城
が
琵
琶
湖
に
面
し
、

城
内
に
湖
水
も
引
き
入
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
水
城
形
式
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
形
式
は
、
大
津
城
、
膳
所

城
の
築
城
に
受
け
継
が
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
坂
本
城
内

で
は
、
光
秀
の
茶
の
師
匠
、
津

田
宗
及
や
京
都
の
吉
田
神
社
神

官
、
吉
田
兼
見
な
ど
と
、
た
び

た
び
茶
会
を
催
し
た
こ
と
で
も

有
名
で
す
。

　
城
跡
の
下
阪
本
地
区
に
は
、

明
智
光
秀
像
が
建
立
さ
れ
て
お

り
、
坂
本
地
区
で
も
「
明
智
光

秀
公
顕
彰
会
」
が
十
年
前
に
発

足
、
全
国
的
に
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
天
正
十
年
（
一
五
八
二
年
）

六
月
十
四
日
。
本
能
寺
の
変
か

ら
数
え
て
十
二
日
、
坂
本
城
は

落
城
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
状

景
を
中
島
道
子
氏
は
、
歴
史
小

説
「
湖
影
」
の
中
で
「
明
智
光

ろ
子
の
目
に
は
そ
れ
を
よ
そ
に
、

鏡
の
よ
う
な
静
か
な
琵
琶
湖
が

映
っ
た
。
こ
の
美
し
い
坂
本
、

光
秀
が
初
め
て
築
城
し
た
坂
本
、

こ
の
坂
本
で
死
ぬ
の
は
本
望
だ

と
Ｉ
。
や
が
て
城
の
各
所
に
火

が
放
た
れ
、
坂
本
城
は
炎
の
城

と
化
し
て
い
っ
た
」
と
、
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
坂
本
城
復
元
の
場
所
は
、

下
阪
本
木
の
岡
地
先
の
湖
に
面

し
た
一
画
に
、
最
適
の
土
地
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
六
年
前

の
平
成
四
年
五
月
、
日
本
で
初

め
て
ビ
ル
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で

爆
破
解
体
し
、
全
国
的
に
有
名

　
　
　
「
坂
本
城
址
」
碑

に
な
っ
た
元
林
田
ビ
ル
爆
破
跡

地
で
す
。
爆
破
後
な
ん
の
進
展

も
な
く
、
い
ま
だ
に
瓦
れ
き
の

山
と
化
し
、
琵
琶
湖
の
景
観
を

醜
く
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
◇

　
以
上
、
私
の
「
坂
本
城
の
復

元
」
に
つ
い
て
の
提
案
に
、
山

田
豊
三
郎
市
長
は
「
坂
本
城
の

復
元
の
問
題
は
、
国
際
文
化
観

光
都
市
大
津
の
将
来
の
課
題
の

一
つ
と
し
て
考
え
さ
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
社
会
畠
祉
法
人
真
盛
園
園
長

（
西
教
剤
執
事
　
　
　
）

　
前
大
津
市
議
会
議
員


